
近畿大学 研究成果シーズ

【研究内容の概要】

Tabebuia avellanedaeから単離されたナフトキノン類の構造改変を行うことで，高
活性STAT３阻害剤の開発に成功しました。
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特
徴
／
効
果

・ STAT3のリン酸化を強力に阻害する
・ 天然由来物質を構造改変を加えることで高い活性発現に必要な構造を明らかとした
・ 従来のSTAT３阻害物質に比べて数十倍強いがん細胞の成長阻害作用を示す

・ 安価で市販の化合物から簡単に合成できる

利
用
／
用
途

・ 医薬品・農薬への展開が期待できる，特にSTAT3阻害による抗がん剤はいまだ承認されて
いない。

・ がん細胞の増殖のメカニズムの解明につながる
・ 抗がん剤の新規骨格となる

医薬・農薬分野
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